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tba  とおくと、 
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ここで、 ba, は 2次方程式 0
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以上により、適するのは 2ba  ……(答) 
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6ab である。 nn
n baX  とおくと 

 11
1111 6)())((2 
  nn

nnnnnn
n XXbaabbababaX  11 62   nnn XXX  

 

44,16 32  XX は 4で割り切れる整数である。 

kk XX ,1 が 4で割り切れる整数であるとき、 11 62   kkk XXX より、 1kX も 4で割り切れる整数である。 

 

以上により、 2≧n のとき、 nn ba  は 4で割り切れる整数である。(証明終) 


